
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

     

 

    

 

   

    

  

  

 

   

   

 

  

 

 

 

    

 

 

  

 

 

 

 

 

平成２６年度与党税制改正大綱が発表された。構成は第１「基本的考え方」、第２「具体的内

容」、第３「検討事項」となり、第２のなかで「Ⅰ 秋の大綱（民間投資活性化等のための税制

改正大綱）での決定事項」と「Ⅱ 年末での決定事項」の二つに分けてまとめられている。 
注目された消費税の軽減税率については、国民の理解を前提に平成２６年１２月まで結論を得

て、税率１０％時に導入するとしている。財政力格差が問題となる地方税制について、地域間の

税源の偏在性是正に向けた地方法人税（仮称）の創設を行い地方交付税原資とする。また、高所

得の給与所得者にかかる給与所得控除は見直しされ、消費税増税における低所得層の負担増に配

慮した。 
資産税関連で目立った改正は、「「「「医業継続医業継続医業継続医業継続にににに係係係係るるるる相続税相続税相続税相続税・・・・贈与税贈与税贈与税贈与税のののの納税猶予等納税猶予等納税猶予等納税猶予等のののの創設創設創設創設」」」」でででで、「、「、「、「個個個個

人人人人がががが持分持分持分持分のののの定定定定めのあるめのあるめのあるめのある医療法人医療法人医療法人医療法人のののの持分持分持分持分をををを相続又相続又相続又相続又はははは遺贈遺贈遺贈遺贈によりによりによりにより取得取得取得取得したしたしたした場合場合場合場合においてにおいてにおいてにおいて、、、、そのそのそのその医療法医療法医療法医療法

人人人人がががが認定医療法人認定医療法人認定医療法人認定医療法人（（（（仮称仮称仮称仮称））））であるときはであるときはであるときはであるときは、、、、担保担保担保担保のののの提供提供提供提供をををを条件条件条件条件にににに、、、、当該相続人当該相続人当該相続人当該相続人がががが納付納付納付納付すべきすべきすべきすべき相続税相続税相続税相続税

額額額額のうちのうちのうちのうち、（、（、（、（略略略略））））移行計画移行計画移行計画移行計画（（（（仮称仮称仮称仮称））））のののの期間満了期間満了期間満了期間満了までそのまでそのまでそのまでその納税納税納税納税をををを猶予猶予猶予猶予しししし、、、、移行期間内移行期間内移行期間内移行期間内にににに当該相続人当該相続人当該相続人当該相続人

がががが持分持分持分持分をををを放棄放棄放棄放棄したしたしたした場合場合場合場合にはにはにはには、、、、猶予税額猶予税額猶予税額猶予税額をををを免除免除免除免除するするするする」」」」としている部分である。 
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『平成２６年度税制改正大綱発表 秋と年末の二部構成』 

明けましておめでとうございます    
本年も、葵総合経営センターだより週刊版 ””””ＴｉｍｅｌｙＴｉｍｅｌｙＴｉｍｅｌｙＴｉｍｅｌｙ””””を宜しくお願い申し上げます。 

『相続税の調査事績事例から 多額預金隠ぺいによる無申告等』 

国税庁は、先に公表した平成２４事務年度の相続税の調査事績において具体的に以下のような

調査事例も明らかにしているので、ここで紹介する。 
【国外法人株式等の隠ぺいによる無申告】会社役員だった被相続人Ａ（夫）が生前に海外から

受けていた多額の送金に係る金銭は、国外不動産の譲渡の代金等である（譲渡所得につき無申告）

と判明。相続人Ｂ（妻）はＡの死亡直前にその金銭を引き出し、自己名義の口座に移し替えた上

で相続財産から除外していたほか、Ａが海外で主宰していた法人の株式等も同様に除外するなど

相続財産の合計額が基礎控除額以下になるよう隠ぺいしていたことが分かった。申告漏れ課税価

格は約１億４１００万円で、加算税を含む追徴税額は約１１００万円。【【【【多額多額多額多額のののの預金預金預金預金のののの隠隠隠隠ぺいによぺいによぺいによぺいによ

るるるる無申告無申告無申告無申告】】】】会社役員会社役員会社役員会社役員だっただっただっただった被相続人被相続人被相続人被相続人Ｃ（Ｃ（Ｃ（Ｃ（夫夫夫夫））））のののの入院入院入院入院にににに際際際際しししし、、、、相続人相続人相続人相続人Ｄ（Ｄ（Ｄ（Ｄ（妻妻妻妻））））はははは、、、、将来発生将来発生将来発生将来発生するするするする相相相相

続続続続税税税税のののの課税課税課税課税をををを逃逃逃逃れるれるれるれる目的目的目的目的ででででＣＣＣＣ名義名義名義名義のののの預金口座預金口座預金口座預金口座からからからから多額多額多額多額のののの現金現金現金現金をををを出金出金出金出金してしてしてしてＤＤＤＤ名義名義名義名義のののの貸金庫及貸金庫及貸金庫及貸金庫及びびびび自自自自

宅宅宅宅にににに隠隠隠隠していたしていたしていたしていた。。。。さらにさらにさらにさらに出金事実出金事実出金事実出金事実をををを隠隠隠隠ぺいするためぺいするためぺいするためぺいするためＣＣＣＣ名義名義名義名義のののの口座口座口座口座をををを解約解約解約解約しししし通帳通帳通帳通帳をををを破棄破棄破棄破棄しておりしておりしておりしており、、、、

やはりやはりやはりやはり基礎控除額以下基礎控除額以下基礎控除額以下基礎控除額以下をををを装装装装ったったったった無申告無申告無申告無申告であることがであることがであることがであることが判明判明判明判明したしたしたした。。。。申告漏れ課税価格は約３億２６０

０万円、加算税を含む追徴税額は約９０００万円であった。 
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